
区 種 子  数 発 芽  率 発茅後立枯率

電 光 3 0 日
処   理 ※ 1
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障 害 粒 ※2
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０

　
　
０
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０
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６
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０
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イ.ほ 場試験 (場 内 )

ヽは 種  7 月 1 9 日

調 査  8 月 1 日  8 月 2 3 日

米 1 処 理区 ラ ンチホル ミン20倍、 30分浸漬種子にべ/レ ー トTを 湿粉衣 し、障害種子
を除いた。

※ 2 障 害粒 ア ンチホル ミン浸漬後褐色の斑紋や異常なシワが種皮に現われた もの。

し)処 理区 (種子消毒 をし、障害種子を除去 した区 )で の発芽率は高い。

(イ)立 枯率は処理区が若干少ないがあま り波少 していない。

(ウ)夏 まとでは障害粒は発芽せず、 土中で腐敗 していた。

5 残 された問題点

立枯病の原因解明 と防除法の検討

5 サ ャェ ン ドウ ・サ ャ インゲ ンの鮮 度保持

1 背 景と特徴

北東北の野菜は、 6～ 9月 の夏秋作呆菜類の生産が大部分で、その出荷先は東京市場を

中″bと した遠距離消費地である。このため流通段階 で鮮度維持をはかるには予命、 依温輸

送の必要性が高 く、予命設備 も整備されつ ゝある。このため夏秋作果菜類の予冷条件の確

立 と低温輸送時にかける諸問題の解決が要望されている.

ここでは、 出荷量が倉、増 しているサヤインゲン、サヤエン ドウを取上げて未解決の予冷

条件、貯蔵条件、結鑑現象防止 浄 kび常温復帰後の日持 ちなどの一部を明 らかにしたので

参考に供 したい。                                |

2 技 術の内容

【】)予 命の方法

1)収 稜する時刻と予命効果

品温の高い日中収稜は、強制通風命却法では予命が充分行 われ難いため保命車で当
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日出荷すると (年後 4～ 6時 )む れ も生 じるかそれが ある。当日出荷をするには冷却

能力の高い予命庫で、品温の低い早朝採 りを予冷するか、真空命却法に よらねばな ら

ない。

2)包 装方法 と鮮度保持

サヤ インゲン、ナヤエン ドウとも低温下でのポ リエチレ/フ イルム(0.03亜 )に よ

るハ ンケチ包装は、 鮮度保持に効果がある。しか 虫 冷却速度が選いため予冷時間を

要すること、 市場到着後はむれ防止のため、 品温が上昇 した ら開色するなどの注意を

要する。

修)低 温、保合輸送に よる鮮度保持  ・

1)サ ヤイングン、 サヤエン ドウのT.T.T.(冷 蔵温度 と期間 )

a. サ ヤインゲンのT.T.T.

ホ R H  8 5 ～9 0 %

b .  サヤ エン ドウのT , T , T ,

ホ R H  8 5～ 9 0努

* * A規 格品

2 )常 温復帰の方法、条件

チヤイング/、 サャェン ドウは呼 映熱が大 さいため常温下に放置すると品温上昇が

早 く、 と くに、予令温度が高いと輸送中むれを生 じることが ある。このため冷蔵庫の

使用が望ま しい。保命車 (保 冷シー ト)利用の時は、予命温度を 0～ 5Cと し品温を

下げる必要がある。 この方法は輸送中品温が上昇 し、外気 との温度差が少な くなるの

で持霧が少ない利点がある。また、そのさい他のレタス |ト マトなど蓄熱量の大 ない

ガ
L M S

0 5 10 20 5 20

T.T.T. 11■ 11乳 11■ 8日 9-10
日

9-10
日

8-9
日

5 へ‐7
日

7～ 8
日

5～ 6
日

5-6
日

3～ 4
日

温  度
夏 出 サ ャ エ ン ド ウ 秋 出サ ヤ エン ドウ

無  包  装 P E 包 装 無  包  装

301C

20

10

5

0

2 ～ 3 日

3 ～ 4

4

6 ～ 8

8 -10

2 ～ 3 日

1 3 日 ～

1 3日 i

3 ～ 4 日

”

一
日

　

　

一

５
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品目と混載 氏 品温の急、激を上昇をさける。

3 普 及上の留意事項

(1)現 在使用中のさや物 出荷用 グ
・
ンポールは無孔ム あるいは僅かに孔があるだけで、 命

却効率が劣っている。このため強待を通風予命庫を利用するとをは、①命凍機能力を高め

ること。②庫内温は予冷日標温度より下げておくこと。③冷却効率をよくするため積荷

方法などに留意する。④出荷箱も有孔段ポTル を利用するなどの注意が必要である。

砲〕 予命品を出荷のため積込作業をするさい、品温上昇が早いのて、常温下での選出時間

を少なくするよう温度の維持管理に注意する必要がある。

4 試 験成績の概要

(1〕予命による鮮度保持

1)予 命離温度と冷却時間 ;一戸町央中山の産地2予冷庫 (床面積3.3材当 り命環烏力
…
d5ps)で の実態調査では、さや物 (入庫時品温25C)を 庫内 (設定温 5C)に 入庫

(庫内容積の%量 )した場合 8時間経過しても12～16C以下に低下でなず、命却能力
i     :  l i

が劣?た 。また、通常では扉の開閉が多いため一層冷却効果が低下
千
し、輸送 中むれを

生 じる事例 も見 られた。このため、 命凍様の能力を高めること、予命技術の修得など

が重要であった。

2)収 稜時刻と予冷効果 :サ ヤエン ドウおよびサヤイングンを 5時 より3時 間おき17時

まで収種 し、 5C以 下 に入庫 したが品品が 7Cに 低下するのに 4～ 6時 間を要 し、 品

温の高い 12～ 14時採 りで予命時間が長 く、朝 ・夕採 りより2～ 3時 間の違いが あったと

収T‐E翌 日かよび常温復帰後の鮮度は、貯就時間の長いほどや 低ゝ下する傾向があった

力ヽ 大 とな差ではなかつた。したがつて予命効率土か らは品温の低い早朝収槍が望ま

れる。

3)包 装条件 と予冷効果 :サ ヤイング/(L級 )を ポリロックダンポール (PR)、  ポ

リエテレンダ/ボ ール (PEo.o3%ケ )、 ダンポール (DB)包 装 し、 また、 密閉包装

による高温時の異臭防止に活性炭 (1時 当 り30夕 )を封入 して鮮度保持効果をみたが

目減 り、外観などPE包 装が優れ、 PR、 DBの llFで、活4生炭の封入は異臭防止の効果

がみ られた。サヤイングン、サヤエン ドウもPE包 装が無包装に比 らべ鮮度保持効果

が優れている。

(コ 低 温 ・保命輸送に よる鮮度保持            ｀
     f

l)温 度別 T.T.T.

a. サ ヤイングン :さ やの外観からみた規格別の温度のちかいによる■ T.T_は 別表

- 1 6 -



表の ようであつた。収穣時期 (7月 30白～ 8月 15日採の比較 )の途いた よる目滅

りはおそ採 りほど大きい傾向があつたが外気温め影響を受けるためと思われる。糖、

還元型ピタ ミ/Cな どの処理による変化は少なく鮮度の指標準なら去かつた。呼吸

量は小ざやほど大なく消耗が大きい。

b. サヤエ/ド ウ;さやの外観からみた温度のちがいによるT.T_T.は 別表の ようで

ぁった。PE包 装の30Cで はむれを生 じる夕Jがあ?た 。呼吸量はサヤインゲンより

大であつた。糖、 クロロフィル、遺元型ピタミ/Cな どの変化は少なく鮮度の指標

にならなかつた。サヤエン ドウ・サヤイングンともPE包 装すると選元型 ビタミンC

はや 低ゝ下するようであつた。

2)常 温復帰の方法、条件

予冷品を保命ンー ト、保命庫で温度上昇をみた。混載の条件に より温度上昇程度が

異な り、 さや物のみの場合は畜熱量が少ないため温度上昇は早 く、輸送予想時間内で

保命シートは外気温より高くなつた。また、予冷温度が高いと同様な結果となつたo

3)常 温復帰後の日持 ち

a.サ ヤイング/;常 温下に出庫すると、外観はさやの萎洞、 弾力低下につづいて光

沢力次 なわれ る。遺元糖、逮元型 ピタ ミ/Cの 変化は少ない。呼 吸豊は予命時間の

長さに より変化 し、 予命時間が長いほ ど呼吸量は少なかつたo外 観か らみると、常

温輸送品に くらべ予命品 (0お よび 5C)は 1日程度鮮度が よ く、 出醍後の日持 ち

は 3～ 4日 であつた。 PE包 装品はむれを生 じるため 1～ 2日 程度である力く 出庫

後開封すればむれは防止で なる。

b.サ ヤエンドウ:外観変イム 遠元糖、選元型ピクミ/Cな どの変化はサヤイングィ

と同様な傾向があ り常温品 よう予命品 (0お よび5C)は 1日程度鮮度が よく、 出

旺後の日持 ちは 3～ 4日 であつた。 PE包 装品は開封 しない ときれを生 じやすい。

(い 主 要成果の具体的データ                  _

1)サ キエン ドウ

第 1表  サ ヤエン ドウのCOを排出量 (無包装吻るヮ牡 )

ネ 収穫直後 382町カヮ名 (品温 235C)

殻 O C 5 ℃ 1 0 C 20 C 30 C

0日

1

‐
     2

52.5

84.3

7 1 . 8

82.7

79.4

67.0

114.8

110.0

93.0

2 9 0 . 2

2 6 5 . 4

2 2 5 , 1

459.8

408.7

334.3
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目
　
滅
　
り

貯弦温度 と目減 り(7月 10日採(A規 格、電光 )

PE OC

1 2 3 4 5 6 7 8

貯 威 日数

第 3表  常 温復帰後の量元型 ピグ ミンCの 変化 (呼/生 100夕 )

*(評 価 )極 良好 (5)ヽ 著しく不良 (1)

第 2表  常 温復帰後の日成 り(″)

日 数

試験区

1 日 区 1 3

2 日 区 1 3

常 温 5_8 12_1 17.2

1日冷蔵後常温
0 ℃

5 C

|

0

3 . 4

2 . 4

6 , 0

6 . 8

9 . 6

1 2 . 3

2日 冷蔵後常温
O C

S C

一　

一

3 . 1

2 . 4

7 . 1

7 . 3

1 日 区 1 3 5

2 日 区 1 3

常 温 50.8 46.3 38.3 44,8

1日 奇蔵後常温
0 ℃

5℃

67.1

49,0

3 7 . 2

4 3 . 6

4 0 . l

4 0 . 6

4 0 . 6

4 1 . 2

2日 命蔵後常温
O C

5 C

4 8 , 0

5 0 . 2

50.0

47.8

42.9

46_5

第 4表  常 温復帰 と結合鮮度

日 数

試験区

1 日区 3

2日 区 1

無 包 装

常 温 4 1

1日命戚後常温
0 ℃

S C

4

4

3 . 5

3

2 _ 5

2

2日 冷蔵後常温
O C

5 C

４

　

４

３

　

３

PE右 子L袋

1日冷蔵後常温
O C

5 C

４

　

４

3

3

2

2

2日 冷蔵後常温
O C

5 C

■

3 . 5

3

3
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C02

里

2)サ ヤイング/

第 1表  C02排 出量 の変化 (無 包装 C02吻 な/h)

0  1 経

過 日数    5 日  _

第 1図 規 格 とC02排 出量 (C02残 h/25C)

″差_Aキ、、支/を巳歌縁::程2日 予命後 25C

ｃＯ
排

出

量

モ_/イ十二工__n
＼

＼

5 日キヤ災2 5 ℃

目

減

り

1  2  3  4  経
過日数 8  9  1 0  1 1  1 2日

第 2図 常 温復帰後のCO合排出量の変化 (C02呼 /k7/h)

1日予今後 2 5℃

0  1   2   3   4   5   6   7   8   9   1 0  1 1   1 2日

経 過 日 数

第 3図  貯 蔵 日数 お よび常醜復帰後の 日滅 り

艘 1 3 4 7 9 14

25 C 166.0 182.9 189.2 217.5 230_8 200.5 188.1

7℃ 38,9 41.4 39.9 42,2 41.5 39.5 52,6 66.6 64.0 69。2

卜 _ゴ

0 -― ―◆ ――す
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25,無包菱
８

　

　

６

Ｒ

・
Ｖ

・
Ｃ

・

'事■
・
士i革

0   2    4    6    8   10   12   14   16   18

経 過 日 教

第 4図  逮 元型 ピタ ミンCの 変化 (呼/生 1007)

｀
｀

ヽ 、

二

6   7    8

経 過 日 数

逮元権 (″ )

7 C無 包装
7 C  P E

20日

11  12  13

還

一死

糖
覇札憂〒強 ;を鸞

5

第 5 図

9

の変化

半促成 イテ ゴの植 付け株数

1 背 景と特徴

県内の半促成イチゴの植体株数は]Oa当 た り、 5,000株ぐら“から8.000株ぐらいまでで

ある。疎植の夕Uの多いのは主に、 イテゴの草姿が過繁茂状態に去るためと考えられる。当

分場では過紫茂制御等を目的に、ハウスピニール被覆の早期化の試験を行い、その結果ハ

ウスピニール被覆 (外部被覆 )時期‐と内部 トンネル保温 (内部保温 )時期を通切に組み合

せることで、 3月 どり～ 5月 どりに至る各作型て好適な草挨が作出でき、品質(収 量の向

上に結びつくことが判明し参考に供 したぃ

この早期被覆試験の一或として過繁茂制御下での植付株数について検討を行 った結永

6,000株以下の疎植 よりも8,OoO株以上の密植の方向に好成績が得 られたので参考に供した

レヽ。

2  技 術 内 容   ‐

(1)破 芽仕立 を 1～ 2ヨ とする場合は 10a当 た り植付株数は 8,ooo株でよい。

。 畦巾 135筋X株 間 18.5御2条 植、条間 35筋 (問日 5.4″のパイブレヽ ウス )

: 説華 ト
°`25C PE
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